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平成 27年度並びに平成 26年度教育費当初予算（歳出）

（単位：千円・％）

費　　　　　目 27年度当初予算 26年度当初予算 比較増減額 対前年度比率
一 般 会 計 総 額 110,430,000 112,080,000 △ 1,650,000 △ 1.5
教 育 費 総 額 14,054,997 10,454,753 3,600,244 34.4
項 目

1. 教  育  総  務  費 2,512,991 2,466,681 46,310 1.9
1．教 育 委 員 会 費 4,844 4,835 9 0.2
2．事　務　局　費 1,479,593 1,503,716 △ 24,123 △ 1.6
3．幼稚園費（幼児教育奨励費※） 1,021,828 951,506 70,322 7.4
4．諸　　　　　 　費 6,726 6,624 102 1.5

2. 小　学　校　費 1,978,408 1,236,357 742,051 60.0
1．学 校 管 理 費 1,098,813 879,504 219,309 24.9
2．教 育 振 興 費 190,935 165,012 25,923 15.7
3．学 校 建 設 費 445,729 191,841 253,888 132.3
4．南古谷小学校増築費 242,931 0 242,931 皆増

3. 中　学　校　費 1,374,411 857,614 516,797 60.3
1．学 校 管 理 費 908,946 677,132 231,814 34.2
2．教 育 振 興 費 188,254 170,590 17,664 10.4
3．学 校 建 設 費 277,211 9,892 267,319 2,702.4

4. 高  等  学  校  費 701,556 690,072 11,484 1.7
1．高等学校総務費 701,190 689,706 11,484 1.7
2．教 育 振 興 費 366 366 0 0.0

5. 特別支援学校費 18,344 16,683 1,661 10.0
1．特別支援学校費 18,344 16,683 1,661 10.0

6. 社  会  教  育  費 2,302,846 2,198,784 104,062 4.7
1．社会教育総務費 907,272 930,923 △ 23,651 △ 2.5
2．学 童 保 育 費 559,824 568,983 △ 9,159 △ 1.6
3．人 権 教 育 費 8,781 10,533 △ 1,752 △ 16.6
4．文 化 財 保 護 費 102,811 91,702 11,109 12.1
5．博 物 館 管 理 費 98,970 94,757 4,213 4.5
6．公　民　館　費 209,837 201,668 8,169 4.1
7．図　書　館　費 336,051 300,218 35,833 11.9
8．南古谷学童保育室整備費 36,000 0 36,000 皆増
9．時の鐘耐震化事業費 43,300 0 43,300 皆増

7. 学  校  保  健  費 5,166,441 2,988,562 2,177,879 72.9
1．学 校 保 健 総 務 費 1,141,506 1,143,169 △ 1,663 △ 0.2
2．学校給食センター管理費 4,024,935 1,845,393 2,179,542 118.1

※平成27年度に「幼児教育奨励費」から「幼稚園費」に予算費目（目）を変更。

Ⅰ 教育行財政　平成27年度並びに平成26年度教育費当初予算（歳出）
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児童生徒１人当たり教育費及び需用費

平成 27年度　主な事業

（単位：円）

� 年度

種別

24 25 26（決算見込み） 27（当初予算）

左のうち
需 用 費

左のうち
需 用 費

左のうち
需 用 費

左のうち
需 用 費

小 学 校 45,598 23,174 61,531 23,824 47,826 23,064 62,115 27,162

中 学 校 83,159 30,716 91,061 33,527 78,947 32,188 106,235 31,494

市 立 高 校 765,055 47,851 743,726 54,556 783,065 47,499 809,688 50,618

特別支援学校 331,434 84,138 618,503 92,103 389,404 130,364 382,167 99,438

○オールマイティーチャー配置	 ○小中学校非構造部材耐震化改修
○スクールボランチ作戦	 ○小学校空調設備設置基礎調査業務委託
○英語指導助手配置	 ○南古谷学童保育室整備
○スクールソーシャルワーカー配置	 ○時の鐘耐震化
○小中学校大規模改造	 ○蔵造り資料館耐震化
○南古谷小学校増築	 ○新学校給食センターＰＦＩアドバイザリ業務委託

オールマイティーチャー配置

小中学校大規模改造

学童保育室整備

時の鐘耐震化

Ⅰ 教育行財政　児童生徒１人当たり教育費及び需用費・平成27年度主な事業
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1. 教育総務課　Tel:049-224-6074　E-mail:kyoikusomu@city.kawagoe.saitama.jp

（１）育英資金の貸付制度

【平成 27年度事業予定】

・�経済的な理由により高等学校等の学校へ進学することが困難な方の経済的自立を助成し、併せてそ
の才能を育成するために貸付を行っている。

対 象 者

次の条件を満たしている方
・市内に引き続き６か月以上住所を有する方
・�高等学校・中等教育学校（後期課程に限る）・高等専門学校・大学（短期大学を含む）・専修学校
に入学する方、又は在学中の方
・心身健全であり、かつ、学業成績の良好な方

貸 付 金 額

区　分 貸　付　金　額

学資金（月額）

高等学校
中等教育学校（後期課程に限る）・専修
学校

国公立 13,000 円

私　立 20,000 円

高等専門学校 16,000 円

大学（短期大学を含む） 30,000 円

入学準備金

高等学校
中等教育学校（後期課程に限る）・専修
学校

国公立 150,000 円

私　立 280,000 円

高等専門学校 160,000 円

大学（短期大学を含む） 360,000 円

手 　 　 続 貸付を希望する方は、教育委員会が定める申請書に必要事項を記入し、選考に必要となる書類を添
付して教育委員会へ提出する。

償 　 　 還 貸付を受けた方が卒業して６か月は返済猶予期間になる。
猶予期間終了後、貸付期間の２倍の期間によって償還しなければならない。

【平成 26年度事業実績】

過去３年間の貸付状況� （単位：人・円）

� 年度
種別

24 25 26

人員 金額 人員 金額 人員 金額

学　資　金 125（34） 36,232,000 116（39） 33,378,000 108（37） 30,744,000

入学準備金 27 6,850,000 27 7,610,000 24 6,870,000

� （　　）内は新規・内数

Ⅰ 教育行財政　教育総務課
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（２）教育委員会の点検・評価

【平成 27年度事業予定】

・�主要な施策や事務事業の取組状況について、川越市教育振興基本計画の進行管理と併せて点検及び
評価を行い、課題や取組の方向性を明らかにすることにより、効果的な教育行政の一層の推進を図
る。また、その結果に関する報告書を作成・公表する。

【平成 26年度事業実績】

・�「教育委員会の事務事業に関する点検評価報告書（平成 25 年度対象）」を発行し、ホームページに
公開した。（10 月）

（３）教育行政の基本方針と重点施策

【平成 27年度事業予定】

・�「川越市教育振興基本計画」（平成 23〜27 年度）に基づき、５つの方向性を川越市の教育行政の基
本方針とし、今年度特に力を注ぐ重点施策を定め、公表している。

【平成 26年度事業実績】

・「平成 26 年度教育行政の重点施策」を策定し、ホームページに公開した。

（４）教育に関する広報

①「市教委だより」の発行

【平成 27年度事業予定】

・�本市の教育の現状や取組についてさまざまな角度から情報を提供するもので、年３回（６月、11 月、
２月）発行している。

【平成 26年度事業実績】

・年３回（６月、11 月、２月）発行し、市内小中学校及び公民館等へ配布した。（合計 81,100 部発行）

②「川越市の教育」の発行

【平成 27年度事業予定】

・本市の教育行政及び各教育機関の概要をとりまとめたもので、　毎年８月に発行している。

【平成 26年度事業実績】

・８月に発行し、内部職員及び審議会委員等へ配布した。（合計 600 部発行）

Ⅰ 教育行財政　教育総務課
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2. 教育財務課　Tel:049-224-6083　E-mail:kyoikuzaimu@city.kawagoe.saitama.jp

（１）就学援助

【平成 27年度事業予定】

・�経済的な理由により就学が困難な児童及び生徒の保護者に対して必要な援助を行うことによって、
義務教育の円滑な実施に資する。

対象世帯

次の条件を満たしている世帯
・平成 27 年度中に「生活保護が停止、または廃止」になった世帯
・平成 27 年度に「世帯全員が住民税非課税」の世帯
・児童扶養手当法による「児童扶養手当」を受給中の世帯
・生活保護世帯に準ずる程度に困窮している世帯

援助内容

支 給 項 目
支給金額（年額）

備　　考
小学生 中学生

新 入 学 児 童
生徒学用品費等 20,470 円 23,550 円 １年生の４月認定者のみ支給

学 用 品 費 等
１年生：12,970 円 １年生：24,560 円 ５月以降の認定者には、

（年額）/12×該当月数分を支給２～６年生：15,200 円 ２～３年生：26,790 円

校外活動費（泊有） 上限：3,570 円 上限：6,010 円 交通費・見学料が支給対象

修 学 旅 行 費 対象経費の実費 団体行動以外の経費、アルバム
代などは対象外

学 校 給 食 費 実　　費 欠食等による減額分は対象外

通 学 費 実　　費
公共交通機関で通学区域外の
特別支援学級に通学する場合
のみ支給

医 療 費 医療券の交付
学校から治療の勧告を受けた指定の疾患のみ

認定後の事務については教育指
導課で取り扱う

手　　続 就学援助の受給を希望する保護者は、教育委員会が定める申請書に必要事項を記入し、認定審査に必要
となる書類を添付して教育委員会へ提出する。

【平成 26年度事業実績】� （単位：人・円）

小学校 中学校 合計

対象者 支給額 対象者 支給額 対象者 支給額

新入学児童生徒学用品費等 303 6,202,410 513 12,081,150 816 18,283,560

学用品費、通学用品費、校外
活動費（宿泊を伴わないもの） 2,794 36,216,944 1,731 40,409,150 4,525 76,626,094

校外活動費（宿泊を伴うもの） 460 1,600,150 301 1,630,480 761 3,230,630

修 学 旅 行 費 493 9,083,300 538 25,206,600 1,031 34,289,900

通 学 費 0 0 1 9,710 1 9,710

学 校 給 食 費 2,779 106,489,348 1,726 82,112,118 4,505 188,601,466

合 計 159,592,152 161,449,208 321,041,360

Ⅰ 教育行財政　教育財務課
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� （単位：件・円）

小学校 中学校 合計

対象 支給額 対象 支給額 対象 支給額

医 療 費 60 359,713 38 229,429 98 589,142

（２）小中学校施設の大規模改造事業

【平成 27年度事業予定】

・老朽化した学校施設の耐久性の向上を図るため、大規模改造工事等を計画的に実施する。

事　業　名 学　校　名 主な改修内容

大 規 模 改 造 工 事 牛子小学校，大東中学校 外壁改修，内装改修，トイレ改修

ト イ レ 改 修 工 事
芳野小学校，霞ケ関東小学校，
上戸小学校 大便器の洋式化，床の乾式化，

配管改修
芳野中学校，名細中学校

【平成 26年度事業実績】

事　業　名 学　校　名 主な改修内容

大 規 模 改 造 工 事
福原小学校，牛子小学校

外壁改修，内装改修，トイレ改修
城南中学校，寺尾中学校

ト イ レ 改 修 工 事
仙波小学校，大塚小学校，高階南小学校，
霞ケ関小学校，山田小学校 大便器の洋式化，床の乾式化，

配管改修
富士見中学校，霞ケ関東中学校

・�平成７年度から耐震診断調査を実施し、平成８年度から耐震補強工事を実施していたが、平成 24
年度で全学校施設の耐震化が完了した。

小中学校施設の耐震補強工事実施状況
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Ⅰ 教育行財政　教育財務課
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1. 学校管理課　Tel:049-224-6109　E-mail:gakokanri@city.kawagoe.saitama.jp

（１）校種間連携教育

【平成 27年度事業予定】

・川越市教育の一層の充実のため、小中学校等の校種間連携を進める。
・�教育委員会と学校が車の両輪として教育を推進するため、計画的に学校訪問を行い、学校と教育委
員会の意思疎通を図り、教育の充実に資する。
構成

小中連携� （下線は委嘱校）

グループ 学　　　　校　　　　名

１
川越第一中、初雁中、富士見中、山田中
川越第一小、川越小、中央小、仙波小、月越小、今成小、
山田小　※富士見中と月越小、山田中と山田小 2組委嘱

２ 野田中、城南中、大東中、大東西中
武蔵野小、新宿小、大塚小、泉小、大東東小、大東西小

３ 芳野中、東中、南古谷中
芳野小、古谷小、南古谷小、牛子小

４ 高階中、砂中、福原中
高階小、高階北小、福原小

５ 高階西中、寺尾中、
高階南小、高階西小、寺尾小

６ 霞ケ関中、霞ケ関西中、
霞ケ関小、霞ケ関南小、霞ケ関西小

７ 霞ケ関東中、川越西中
霞ケ関北小、霞ケ関東小、川越西小

８ 名細中、鯨井中、
名細小、上戸小、広谷小

※ブロックをまたいで接続校と連携する場合もある。

中高連携� （下線は委嘱校）

学　　　　校　　　　名
市立川越高、城南中、野田中、福原中

中高特別支援教育連携�
学　　　　校　　　　名

市立特別支援学校、初雁中、川越第一中

※�市立特別支援学校は、川越市の特別支援教育のセンターとして、他の小・中学校とも
随時、必要に応じて連携する。

【平成 26年度事業実績】

・異校種間での教職員の交流（合同研修等）や児童と中学生の交流が、質・量とも充実してきた。

学
校
教
育

Ⅱ 学 校 教 育　学校管理課
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（２）かわごえミドルリーダー研修

【平成 27年度事業予定】

・�ミドルリーダーとしての教育に対する識見を高め、学校課題の分析と解決プランの立案、組織マネ
ジメント、人材育成、危機管理等に必要な資質の向上を図ることを通して、学校運営を推進する人
材を育成する。
①　夏季休業中を中心に年間９回、３年で計 27 回の研修を行う。１年だけの受講も可。
②　各年度の研修参加人数は 30 人程度とする。
③　‌�「かわごえ異業種体験研修」に替わり、今年度より始まる。

【平成 26年度事業実績】

「かわごえ異業種体験研修」
・７月から８月にかけ、教員９人を６事業所に派遣した。

（３）オールマイティーチャー配置事業

【平成 27年度事業予定】

・�学校における課題に応じて教員を配置し、生徒指導体制の充実や学力向上に向け、子どもたち一人
ひとりに応じたきめ細かな教育活動を推進する。

【平成 26年度事業実績】

・小学校２校に２人、中学校 11 校に 11 人、計 13 人を配置した。

（４）地域人材活用事業

【平成 27年度事業予定】

・�川越市立小・中・特別支援学校が特色ある学校づくりを推進していくため、指導体制を整え、多様
な教育活動や体験活動が展開できるように、地域の方々と連携し、児童生徒の自主的・主体的な取
組の一層の充実を図る。

【平成 26年度事業実績】

①　実施回数……401 回
②　ご協力いただいた地域の方々……延べ 607 人
③　事業の一例……�読み聞かせ・農業体験指導・和楽器演奏・お囃子指導・中学校運動部活動指導

中学校吹奏楽指導・小学校クラブ活動指導、地域の学習・学校行事の支援　等

（５）日本語指導ボランティア派遣事業

【平成 27年度事業予定】

・�小・中学校における日本語指導が必要な外国人児童生徒等を対象に、日本語指導ボランティアを派
遣することにより、日本語の能力を向上させ、学習への理解度を深め、学校生活により順応させる
ことを図る。

【平成 26年度事業実績】

①　市内小中学校に在籍する児童生徒 33 人にボランティア 20 人を派遣した。
②　派遣回数は延べ 611 回であった。

Ⅱ 学 校 教 育　学校管理課
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2. 教育指導課　Tel:049-224-5483　E-mail:kyoikushido@city.kawagoe.saitama.jp

（１）川越市小・中学校児童生徒健全育成事業「スクールボランチ作戦事業」

【平成 27年度事業予定】

・�学級がうまく機能しない状況や非行・問題行動、不登校児童生徒の増加など、生徒指導上の諸課題
への対応と児童生徒一人ひとりに細やかな指導・支援を行うために、市内小・中学校に生徒指導推
進員（スクールボランチ）を配置し、学校運営の補助を行い、児童生徒に対し適切な援助を行うも
のである。�
スクールボランチは、校長の指揮監督の下に、概ね以下の活動を行う。
①　児童生徒への支援、教師の補助
②　学校運営上の支援
③　その他校長が必要と認める教育活動等の支援

【平成 26年度事業実績】

・スクールボランチ配置状況
　Ⅰ期 22 人 28 校配置　　Ⅱ期 22 人 30 校配置　　Ⅲ期 22 人 33 校配置

（２）川越市中学生社会体験事業

【平成 27年度事業予定】

・�地域の中で社会体験活動や多くの人々とのふれあいを通して、みずみずしい感性や社会性、自立心
を中学生に養うとともに、勤労観や働く人としての基礎的・基本的な資質や能力を育成し、生徒一
人ひとりが自分の生き方を見つけ、たくましく豊かに生きる力をはぐくむことをねらいとする。
①　実施対象……原則として、中学校第１学年または第２学年の生徒
②　実施場所……学区内の事業所を最優先する。
③　実施期間……各学校が設定した２〜３日間

【平成 26年度事業実績】

・2,737 人の生徒が延べ 822 事業所において、学校では経験できない体験を積んだ。

（３）トップアスリートふれあい事業

【平成 27年度事業予定】

・�近隣大学のスポーツ分野で活躍する教員・監督・コーチや学生を各市立小学校に招き、一緒に体を
動かすことを通して、運動の楽しさを児童が実感するとともに、日常生活の中で主体的に運動・ス
ポーツに親しむ態度や習慣を育成する。
　①　体育の授業やクラブ活動における指導及びふれあい活動
　②　全校の朝マラソンや持久走大会に向けての指導及びふれあい活動

【平成 26年度事業実績】

・実　施　校　市内小学校５校（今成小、牛子小、霞ケ関南小、霞ケ関西小、山田小）
・参加児童数　1,932 人
・協 力 大 学　東洋大学

Ⅱ 学 校 教 育　教育指導課
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（４）科学わくわくラーニングプログラム～　①小学生科学体験事業

【平成 27年度事業予定】

・�各市立小学校６年生の児童を対象に、講演会、実験・実習、施設見学等の体験活動を実施し、科学
への興味・関心を醸成する。（夏季休業中に実施）
①　オリエンテーション、専門家等による講演会
②　小・中学校理科教員の指導による各種の実験・実習
③　科学施設見学及び体験学習

【平成 26年度事業実績】

・７月 22 日・25 日・26 日の３日間にわたって開催
・�独立行政法人海洋研究開発機構広報部広報課柴田桂先生による講演「『しんかい 6500』の秘密と深
海の世界」
・実験、観察実習「宝石を取り出そう」「マイナス 200 度の世界を体験しよう」
・日本科学未来館見学

（５）科学わくわくラーニングプログラム～　②理科実験助手派遣事業

【平成 27年度事業予定】

・�理科実験助手を配置し、体験的な学習及び個別指導などを充実させ、児童の実験・実習の技能の向
上、理科に対する興味・関心、知的好奇心や探究心を高める。（小学校 12 校）
①　理科の実験・実習の準備や補助
②　理科室・理科準備室の整備等

【平成 26年度事業実績】

・10 人の理科実験助手を小学校 10 校に配置
・10 校で合計 340 回（１回につき４時間）派遣

（６）科学わくわくラーニングプログラム～　③小・中・大学連携理科ふれあい事業

【平成 27年度事業予定】

・�理科の授業等に大学理系学部の教員・大学院生・大学生を派遣し、最新の方法で実験や観察を行い、
児童生徒の興味・関心、意欲を醸成する。（３大学と連携　各市立小・中学校長からの申請に基づき、
必要に応じて配置）
①　授業内容に応じた実験・観察、発展的な実験・観察
②　特別活動、総合的な学習の時間等における、児童生徒の興味・関心に応じた実験・観察

【平成 26年度事業実績】

・東洋大学、城西大学、埼玉大学の３大学からの協力を得て、44 人の講師・協力者を招へい
・小学校 14 校、中学校２校の計 16 校で事業実施
・1,028 人の児童生徒が参加

Ⅱ 学 校 教 育　教育指導課
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（７）川越市中学生学力調査

【平成 27年度事業予定】

・�義務教育の学習内容の定着状況を把握し、教育の成果を検証する川越市独自の調査とするとともに、
進路指導の充実に資する。また、各学校及び教育委員会が教育指導上の課題を把握し、指導方法の
工夫改善を図る資料とする。
①　調査対象……………川越市立中学校全 22 校の第３学年生徒全員
②　調査対象教科………国語・数学・社会・理科・英語
③　調査実施予定日……第１回：９月３日（木）／第２回：11 月５日（木）

【平成 26年度事業実績】

・第１回調査を９月３日（水）、第２回調査を 11 月５（水）日に実施

（８）学校図書館図書整理員配置

【平成 27年度事業予定】

・�学校図書館教育の充実を図るために、臨時事務職員（図書整理員）を配置する。図書整理員は、校
長の指導の下に、概ね以下の活動を行う。
①　学校図書館図書の受け入れ・廃棄・配架・貸し出し・返却等の事務
②　学校図書館の美化・整理事務
③　児童生徒の読書意欲の喚起や資料提供
④　児童生徒や教職員への資料提供

【平成 26年度事業実績】

・市立小・中・特別支援学校の全校に図書整理員を配置（合計 30 人）
・図書整理員の研修会を年４回開催

（９）ネットパトロール事業

【平成 27年度事業予定】

・�市内の全市立中・高等学校を対象に、生徒をネット上のいじめ等から守るために、学校非公式サイ
ト等の検索及び書き込み等の監視をし、適切に対処する。

【平成 26年度事業実績】

・�市内の全市立中学校 22 校、市立高等学校を対象に、学校非公式サイト等の検索及び書き込み等の
監視を通年で行った。
・28 件の報告
飲酒の記載	 ９件	 喫煙の記載	 ６件	 自傷行為	 ２件
個人情報等の書き込み	 １件	 職業に従事	 １件	 危険行為	 ２件
誹謗中傷	 ６件	 不良行為	 １件

・すべて学校に報告、指導済み

Ⅱ 学 校 教 育　教育指導課
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学校保健

①　平成 27年度学校保健関係行事

○　児童生徒定期健康診断
○　児童生徒心臓検診
○　教職員健康診断
○　保健主事研修会・養護教諭研修会
○　学校飲料水検査
○　普通救命講習会
○　薬物乱用防止教育研修会
○　Ｂ型肝炎予防接種（養護教諭）
○　学校環境衛生一斉検査
○　学校プール水質検査
○　児童生徒脊柱側わん検査
○　川越市学校保健会総会及び講演会
○　小児生活習慣病予防検診
○　教室等の空気検査
○　学校環境衛生検査器具取扱い講習会
○　応急手当普及員講習会
○　学校保健広報「わかあゆ」発行
○　学校歯科保健優良校地区審査会
○　砂場の細菌検査
○　就学時健康診断
○　歯科保健指導
○　歯科保健指導者研修会
○　埼玉県学校健康教育推進大会
○　学校保健会理事会

（４月〜６月）
（４月〜６月）
（４月〜８月）
（４月〜３月）
（５月）
（５月）
（５月）
（５月〜３月）
（前期６月〜 10 月、後期１月〜３月）
（６月）
（６月）
（７月）
（７月〜９月）
（８月）
（８月）
（８月）
（９月・３月）
（９月）
（10 月）
（10 月〜 11 月）
（10 月〜 12 月）
（11 月）
（１月）
（３月）

歯科保健指導薬物乱用防止教室

Ⅱ 学 校 教 育　教育指導課
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②　平成 26年度日本スポーツ振興センター災害共済給付状況 （医療費）� （単位：円）

月別
小　　学　　校 中　　学　　校 特別支援学校・市立高校

件数計 金 額 計
件　数 給 付 額 件　数 給 付 額 件　数 給 付 額

4 167 875,976 163 853,870 13 312,128 343 2,041,974

5 212 1,123,476 229 2,608,259 13 68,668 454 3,800,403

6 118 551,338 150 827,036 10 292,703 278 1,671,077

7 108 654,694 171 1,612,002 15 200,704 294 2,467,400

8 157 936,198 199 1,269,360 7 34,836 363 2,240,394

9 149 878,581 178 1,073,797 16 74,628 343 2,027,006

10 51 283,618 123 1,283,679 4 10,364 178 1,577,661

11 148 1,068,739 175 1,448,719 10 107,369 333 2,624,827

12 85 431,208 212 1,519,457 19 245,394 316 2,196,059

1 121 1,082,475 151 1,276,110 13 172,536 285 2,531,121

2 214 1,711,018 200 1,671,288 10 106,192 424 3,488,498

3 140 966,827 118 931,727 23 224,460 281 2,123,014

計 1,670 10,564,148 2,069 16,375,304 153 1,849,982 3,892 28,789,434

※平成 22 年度給付総計（延べ人数）　4,300 人　（給付額）25,308,423 円
　平成 23 年度給付総計（延べ人数）　4,263 人　（給付額）25,101,195 円
　平成 24 年度給付総計（延べ人数）　4,584 人　（給付額）28,432,523 円
　平成 25 年度給付総計（延べ人数）　4,097 人　（給付額）24,460,711 円

③　平成 26年度　事故発生件数（日本スポーツ振興センターにかかわる事故による）

捻挫
27.0％
捻挫
27.0％

打撲
23.8％
打撲
23.8％

骨折
16.4％
骨折
16.4％

眼
8.6％
眼
8.6％

切り傷
8.1％
切り傷
8.1％

小学校
1,262件

歯
6.9％
歯
6.9％

その他
9.2％
その他
9.2％

捻挫
31.3％

打撲
20.4％ 骨折

22.5％

眼
7.6％

切り傷
3.8％

中学校
1,215件

歯 1.2％ その他
13.2％

授業中
42.8％

清掃中
4.0％

行事中
2.5％

クラブ
1.9％

登下校
9.0％
登下校
9.0％

休憩中
34.2％

小学校
1,262件

その他
7.3％
その他
5.6％

授業中
29.8％

登下校
2.0％
行事中
3.2％

休憩中
10.4％

部活動
49.1％

中学校
1,215件

その他
3.9％

清掃中
1.6％

どんな負傷が多いか 

どんな場合が多いか 
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④　児童生徒の体位� （平成 26 年度）

身　　　長（㎝） 体　　　重（㎏） 座　　　高（㎝）

市

平

均

値

市
標
準
偏
差

県

平

均

値

全
国
平
均
値

市

平

均

値

市
標
準
偏
差

県

平

均

値

全
国
平
均
値

市

平

均

値

市
標
準
偏
差

県

平

均

値

全
国
平
均
値

男

子

小

学

校

１

２

３

４

５

６

中
学
校

１

２

３

高

校

１

２

３

特
別
支
援

１

２

３

※県・全国の平均値は、平成 26 年度学校保健統計調査報告書（埼玉県総務部統計課発行）による。
※調査対象：県・全国は全国児童生徒数の約 1.9％を抽出。市は全児童生徒。

項目

性
別

学
校
別

市
    県
        国
            別
学
年
別

116.2	 4.9	 116.6	 116.5	 21.3	 3.4	 21.3	 21.3	 64.7	 3.0	 64.8	 64.8	

122.4	 5.3	 122.5	 122.4	 24.1	 4.4	 24.0	 24.0	 67.7	 3.1	 67.5	 67.6	

127.8	 5.4	 128.2	 128.0	 26.7	 4.8	 27.0	 27.0	 70.2	 3.0	 70.2	 70.2	

133.2	 5.7	 133.8	 133.6	 30.2	 6.1	 30.6	 30.4	 72.5	 3.3	 72.6	 72.6	

138.8	 6.1	 138.8	 138.9	 33.9	 7.2	 33.7	 34.0	 74.9	 3.3	 74.8	 74.9	

144.6	 7.1	 145.2	 145.1	 37.7	 8.2	 38.1	 38.4	 77.4	 3.8	 77.5	 77.6	

151.5	 7.8	 152.4	 152.5	 42.9	 9.2	 43.7	 44.0	 80.9	 4.5	 81.1	 81.3	

159.2	 7.7	 159.5	 159.7	 48.0	 9.2	 48.4	 48.8	 84.6	 4.7	 84.7	 84.9	

165.1	 6.9	 165.2	 165.1	 53.9	 9.6	 53.7	 53.9	 88.1	 4.1	 88.1	 88.1	

169.0	 ―	 168.7	 168.3	 58.4	 ―	 58.9	 58.9	 90.7	 ―	 90.4	 90.4	

170.6	 ―	 169.5	 169.8	 61.7	 ―	 60.6	 60.7	 91.8	 ―	 91.2	 91.4	

171.2	 ―	 171.0	 170.7	 61.9	 ―	 62.0	 62.6	 92.3	 ―	 91.9	 92.0	

164.4	 ―	 ―	 ―	 64.0	 ―	 ―	 ―	 89.1	 ―	 ―	 ―	

168.9	 ―	 ―	 ―	 58.4	 ―	 ―	 ―	 91.2	 ―	 ―	 ―	

168.1	 ―	 ―	 ―	 62.0	 ―	 ―	 ―	 91.7	 ―	 ―	 ―	

115.4	 4.8	 115.9	 115.5	 20.9	 3.2	 21.0	 20.8	 64.4	 2.8	 64.4	 64.4	

121.2	 5.1	 121.5	 121.5	 23.3	 3.8	 23.5	 23.4	 67.2	 3.0	 67.0	 67.2	

127.3	 5.6	 127.4	 127.4	 26.3	 4.7	 26.4	 26.4	 69.9	 3.1	 69.8	 69.9	

133.1	 6.2	 133.8	 133.4	 29.5	 5.5	 30.0	 29.8	 72.6	 3.4	 72.6	 72.6	

140.0	 6.9	 140.2	 140.1	 34.2	 7.1	 34.4	 34.0	 75.8	 4.0	 75.7	 75.8	

146.5	 6.5	 146.8	 146.8	 38.5	 7.5	 38.8	 39.0	 79.2	 3.9	 79.2	 79.3	

151.7	 6.0	 151.5	 151.8	 43.6	 8.2	 43.2	 43.6	 82.2	 3.7	 81.9	 82.1	

154.9	 5.3	 155.2	 154.8	 47.3	 7.4	 47.0	 47.2	 83.9	 3.3	 83.8	 83.8	

156.6	 5.4	 156.5	 156.4	 50.0	 7.0	 50.1	 50.0	 85.2	 3.0	 84.7	 84.9	

157.5	 ―	 157.3	 157.0	 51.0	 ―	 52.1	 51.4	 85.6	 ―	 85.3	 85.4	

157.8	 ―	 158.0	 157.6	 52.3	 ―	 52.0	 52.4	 86.0	 ―	 85.7	 85.7	

158.8	 ―	 158.2	 157.9	 52.4	 ―	 52.9	 52.9	 86.0	 ―	 85.7	 85.9	

155.5	 ―	 ―	 ―	 56.0	 ―	 ―	 ―	 86.7	 ―	 ―	 ―	

156.3	 ―	 ―	 ―	 49.0	 ―	 ―	 ―	 86.3	 ―	 ―	 ―	

156.3	 ―	 ―	 ―	 50.1	 ―	 ―	 ―	 86.3	 ―	 ―	 ―	

小

学

校

１

２

３

４

５

６
１

２

３

１

２

３

１

２

３

中
学
校

高

校

特
別
支
援

女

子
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⑤　児童生徒の「新体力テスト」平均値� （平成 26 年度）

項目名
学　校 小　　　　学　　　　校 中　　学　　校
学　年 1 2 3 4 5 6 1 2 3

50m走
（秒）

男
子

県 11″51 10″68 10″11 9″68 9″28 8″88 8″53 7″89 7″50

川越市 11″50 10″74 10″16 9″67 9″28 8″97 8″47 7″78 7″44

女
子

県 11″81 10″98 10″40 9″95 9″51 9″14 8″98 8″65 8″59

川越市 11″89 11″06 10″46 9″96 9″58 9″18 9″00 8″60 8″54

立幅跳び
（cm）

男
子

県 116.27 128.30 138.59 147.62 156.94 167.01 181.98 199.69 214.08

川越市 115.88 126.67 138.76 147.15 155.53 164.96 178.74 196.85 210.35

女
子

県 108.82 121.15 131.82 141.28 151.22 159.36 167.28 174.47 177.25

川越市 108.14 120.07 131.50 141.73 149.47 157.72 163.96 172.00 175.99

ボール投げ
（m）

男
子

県 8.37 11.55 15.06 18.67 22.20 25.68 18.20 21.62 24.52

川越市 8.29 11.53 15.28 18.55 21.89 25.15 18.87 22.34 25.12

女
子

県 5.85 7.65 9.69 11.69 13.94 15.95 11.96 13.69 14.73

川越市 5.91 7.71 9.61 11.31 13.51 15.43 11.88 13.94 14.65

握力
（kg）

男
子

県 9.32 10.95 12.72 14.50 16.66 19.44 23.93 29.75 35.19

川越市 9.37 11.03 12.91 14.54 16.57 19.15 23.40 29.49 34.87

女
子

県 8.82 10.42 12.08 13.84 16.29 19.31 22.01 24.82 26.22

川越市 8.89 10.48 12.34 13.81 16.34 19.17 21.58 24.63 25.87

上体起こし
（cm）

男
子

県 12.17 15.06 17.34 19.39 21.41 23.31 26.11 30.56 32.92

川越市 12.37 15.08 17.35 19.59 21.60 23.43 26.75 30.81 33.03

女
子

県 11.66 14.45 16.74 18.55 20.31 21.63 23.22 26.82 27.93

川越市 11.35 14.99 16.94 18.57 20.21 21.45 23.06 26.89 28.17

長座体前屈
（cm）

男
子

県 26.54 28.09 29.97 31.68 34.11 36.20 41.65 46.68 50.57

川越市 27.30 27.85 30.20 32.07 33.70 35.21 42.32 46.08 49.69

女
子

県 29.03 31.20 33.51 35.75 38.81 41.69 45.68 48.99 51.18

川越市 29.77 30.59 33.96 36.00 38.51 41.75 45.44 49.26 51.68

反復横とび
（回）

男
子

県 28.41 32.25 36.50 40.69 44.46 47.34 49.22 52.94 55.37

川越市 28.01 30.96 36.32 41.04 44.31 46.27 48.47 52.04 53.80

女
子

県 27.03 30.64 34.74 38.66 42.27 44.60 45.45 47.26 47.73

川越市 26.01 29.71 34.54 38.37 41.76 43.65 44.23 45.84 46.82

20m
シャトルラン
（指数）

男
子

県 21.21 31.20 40.45 49.36 57.96 66.08 ─ ─ ─

川越市 20.24 30.32 39.92 49.23 59.20 63.35 ─ ─ ─

女
子

県 18.17 25.02 31.67 39.18 47.32 53.49 ─ ─ ─

川越市 17.58 25.10 30.83 38.86 46.14 52.15 ─ ─ ─

持久走
（分秒）

男
子

県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 6′50″15 6′16″25 6′04″79

川越市 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 6′53″15 6′12″62 6′04″93

女
子

県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 4′48″65 4′36″27 4′39″52

川越市 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 4′54″31 4′36″36 4′39″95

※小学校は、20mシャトルラン。中学校は、持久走。
※持久走の距離は、男子が 1,500m、女子が 1,000m。

Ⅱ 学 校 教 育　教育指導課
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≪菅間学校給食センター≫
▪住　　所……川越市菅間 18−9
▪設　　立……平成 17 年 8月
▪給食規模……12,000 食
▪対象学校……小学校 20 校
▪敷地面積……9,908.41㎡
▪建物面積……5,699.60㎡

≪今成学校給食センター≫
▪住　　所……川越市今成 2−35−5
▪設　　立……昭和 44 年（平成 5年改築）
▪給食規模……12,000 食
▪対象学校……中学校 22 校・特別支援学校 1校
▪敷地面積……5,492.74㎡
▪建物面積……3,272.11㎡

≪藤間学校給食センター≫
▪住　　所……川越市藤間 948−1
▪設　　立……昭和 56 年
▪給食規模……8,000 食
▪対象学校……小学校 6校
▪敷地面積……4,725.91㎡
▪建物面積……1,890.82㎡

≪吉田学校給食センター≫
▪住　　所……川越市吉田 444
▪設　　立……昭和 59 年
▪給食規模……5,600 食
▪対象学校……小学校 6校
▪敷地面積……3,754.00㎡
▪建物面積……1,690.12㎡

平成 27年度学校給食センター別給食数及び担当校一覧� （平成 27. 5. 1 現在）

センター名 給食数 小・中別 対　　　　象　　　校

菅間学校給食センター 11,736 食 小学校� 20 校
川越第一・川越・中央・仙波・武蔵野・大塚・泉・月越・
今成・芳野・古谷・南古谷・牛子・寺尾・大東東・大東西・
霞ケ関東・上戸・広谷・山田

藤間学校給食センター 3,790 食 小学校� 6 校 新宿・高階・高階南・高階北・高階西・福原

吉田学校給食センター 3,222 食 小学校� 6 校 霞ケ関・霞ケ関南・霞ケ関北・霞ケ関西・川越西・名細

今成学校給食センター 9,311 食 中学校� 22 校
特別支援学校� 1 校

川越第一・初雁・富士見・野田・城南・芳野・東・南古谷・
高階・高階西・砂・寺尾・福原・大東・大東西・霞ケ
関・霞ケ関東・霞ケ関西・川越西・名細・鯨井・山田・
特別支援学校

合　　　計 28,059 食 55 校

3. 学校給食課　Tel:049-223-6035　E-mail:gakokyusyoku@city.kawagoe.saitama.jp
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